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群に分けた(各群n=10)。BS、LS群にはDEXを0.5 μg/kg 静注後に3.6 μg・kg-1 h-1で持続静注、BL、LL群
には1.5 μg/kg 静注後に10.8 μg・kg-1・h-1で持続静注を行った。BC、LC群には生食を投与した。DEXの投
与開始15分後に鎮静度を評価し、ブピバカイン(BC、BS、BL群)またはレボブピバカイン(LC、LS、LL群)の持
続静注(1 mg・kg-1 min-1)を開始した。痙攣発生時に投与を中止し、ブピバカインおよびレボブピバカインの
痙攣誘発量、血中濃度、脳内濃度を求めた。さらに、α2受容体遮断薬であるヨヒンビンを投与し、鎮静度およ
び痙攣発生閾値の変化を検討した。 
【結果】BL、LL 群はBC、LC 群に比べて有意に正向反射が抑制された。痙攣発生時のブピバカインおよびレボ
ブピバカインの投与量、血中濃度、脳内濃度はいずれもBL、LL群がBC、LC群の各々に比べて有意に高かった。
ヨヒンビンによって、DEXの鎮静作用、抗痙攣作用は完全に拮抗された。 
以上のことから、鎮静に必要な量のDEXがブピバカインおよびレボブピバカインによる痙攣を抑制することが
示された。また、DEXの抗痙攣作用にα2受容体が関与していることが示唆された。よって本研究者は博士（医
学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
